
 

 

 

 
 

施設種別を問わず、対人援助業務にあたる職員にとって、利用者を理解し、課題の本質を見出してい

くための援助技術の向上を図ることは、利用者への支援の質の向上につながります。本研修会では、事

例検討を通じて利用者の臨床像を描く技能を磨き、利用者理解を深めるとともに、援助者が直面してい

る課題の中核にせまり、対人援助技術の実践力向上を図ることを目的とします。 

 

平成２８年１０月１７日（月）10:00～16:00 

       

         きらめきプラザ４階 ４01 会議室 （岡山市北区南方 2-13-1） 
         

※研修会での駐車場のご利用はできませんので、会場へは公共交通機関のご利用を 

お願いします。また、車でお越しの方は、近隣の駐車場をご利用ください。 

付近の有料駐車場について本会のＨＰにて案内しておりますのでご参照ください。 

URL：http://fukushiokayama.or.jp/files/9513/8085/9565/4_4_2_parking.pdf 
 

  現在、高齢・障害・児童等の社会福祉施設で対人援助業務に従事している職員 

（相談員・社会福祉士等）で、下記研修で対人援助技術の基礎は学んでおり、 

実践力向上を目指したい方。 

H25・26年度相談援助技術研修会（基礎）・H27年度対人援助技術研修会（基礎・実践）受講者 

H28年度対人援助技術研修会（基礎コース）受講予定  の方が対象です。 

     ４０名  ※定員になり次第締め切らせていただきます。 

 
        10:00     開会（オリエンテーション） 

         10:00-16:00 【事例検討】 

                  ～援助者が直面する課題における利用者の臨床像を描く～ 

         16:00     閉会          

         （※昼食休憩を取ります。また、適宜休憩を取りながら進めていきます。） 

 

※参加希望者から事例提供者を選び、１事例を報告していただきます。事例に基づき、

グループワークを通じて、利用者の臨床像を言語化して伝える技能を磨くとともに、

援助者が直面している課題の中核を見出す技能を高めていきます。 

 

 富永調剤薬局 介護事業部      係長 坂屋 澄子 氏 

（アミューズ富永居宅介護支援事業所 管理者・主任介護支援専門員） 

 

 

新見公立大学大学院 看護学研究科 / 看護学部 教授 矢庭さゆり 氏 

         

  

  

日  時 

参加対象 

参加定員 

内  容 

講  師 

会  場 

病院、身体障害者療護施設での勤務後、在宅介護支援センターで保健師（平成 12 年から介護支

援専門員兼務）として、地域で暮らされる高齢者やご家族の生活や健康、介護に関する相談援助業

務を行ってこられました。現在はその現場経験を活かし、大学で学生の育成をされるとともに、各

種研修会において、相談援助技術の指導をされています(岡山県相談援助技術研修・講師コース修了)。 

居宅介護支援事業所等で現場経験を積まれ、現在に至られています。また、岡山県地域包括・在宅

介護支援センター協議会において相談援助技術のスーパーバイザーを養成する「岡山県相談援助技術

研修・講師コース」を修了され、各種研修会において相談援助技術の指導をされています。 



 

          ３，０００円（県社協会員）、１０，０００円（県社協非会員） 

 

 

         〆切：９月１６日（金） 
 

① 県社協ホームページから申し込む 
県社協ホームページの「福祉施設職員等の研修案内」内、当該研修の「研修申込フォー

ム」より必要事項を入力し、お申し込み下さい。 

URL：http://fukushiokayama.or.jp/workwelfare/sisethu_syokuin/ 
 

② ＦＡＸ・郵送にて申し込む 
参加希望者は、別紙「参加申込書」により FAXまたは郵送にてお申し込みください。 

FAX にて送信された場合は、送信後、必ず確認の連絡をお願いします。 
 
※申込締切前でも、定員を超過した際は、申込受付を終了させていただきます。 
※お断りする場合のみ連絡しますので、申込締切日までに連絡のない方は受講可能です。 
 

〆切：９月３０日（金） 
  

研修会の事例検討では、受講希望者の方から事例を提供いただき進めて参りますので、必ず、ご自

身が対応された事例をご提出くださいますようお願いいたします。これまでの利用者との面接場面に

おいて利用者の理解や、援助者である自分自身と利用者との関わりに、ひっかかりやこだわり、戸惑

いを感じたり、気にかかったりしている事例をご提供ください。なお、事例提供者に決まりましたら、

後日事務局よりご連絡いたします。 

様式等は県社協ホームページの「福祉施設職員の研修案内」内、当該研修の案内からダウンロード

できます。「提出事例の書き方」を参考に「事例提出様式」に記入しご提出ください。 

URL：http://fukushiokayama.or.jp/workwelfare/sisethu_syokuin/ 

 提出先 e-mail：yao@fukushiokayama.or.jp ※事例提出様式の提出はメールでお願いします。 

        

〆切：９月３０日（金） 
 

郵便局に備え付けの青色の「振込取扱票」にて下記のとおりお振り込みください。なお、納入後、

参加を取り消された場合、納入された参加費は返還いたしかねますので、その旨ご了承ください。 

 

郵便局で青色の郵便振替取扱票にて、下記のとおり必ずご記入ください。 
●振込先  【口座番号】０１３３０－１－５４０７４ 

【加入者名】社会福祉法人 岡山県社会福祉協議会 

●通信欄  ①研修会名「対人援助技術研修会実践コース」②参加者氏名（複数の場合は全員） 

●ご依頼人欄 施設の郵便番号・住所・施設名・電話番号 

 
 

「参加申込書」に記載された個人情報は、運営管理の目的にのみ利用させていただきます。 

 

  

 
 社会福祉法人岡山県社会福祉協議会 福祉経営支援部 福祉人材センター（担当：矢尾） 

   〒700-08０7 岡山市北区南方２丁目１３－１ きらめきプラザ１階 

    TEL：（０８６）２２６－３５０７  FAX：（０８６）８０１－９１９０ 

    e-mail：yao@fukushiokayama.or.jp  

お申込みおよび問い合わせ先 

個人情報の取り扱いについて 

参加申込 

 
事例の提出について（必須） 

参加費納入方法 

参 加 費 

http://fukushiokayama.or.jp/workwelfare/sisethu_syokuin/
http://fukushiokayama.or.jp/workwelfare/sisethu_syokuin/
mailto:yao@fukushiokayama.or.jp

